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※概要（Summary）： 

 貫通流路上に液滴を配置し、その表面を高分子薄

膜で封止した液体アクチュエータを実現した。このと

き液体は、高分子膜上に形成した電極層と貫通流路周

囲に形成した電極層の2層の電極に挟み込んだ。また、

貫通流路内に疎水性層を形成した。流路中の疎水性層

の影響で、高分子膜の膜厚や重力よりも液体の表面張

力の影響が大きくなり、液体は貫通流路内部に入り込

まない。一方、電極間に静電力を加えることで、液体

を流路内に押し込むことができる。この構造により、

提案するアクチュエータでは、液滴を流路上から流路

内へと移動することで、大変形が可能となり、微小ア

クチュエータや光学素子を実現できる。このデバイス

を実現するために、ナノテクノロジー・プラットフォ

ームが有する電子線描画装置が不可欠である。 

 
※実験（Experimental）： 

高速大面積電子線描画装置を用いて製作したマス

クを用いることで、貫通流路構造を作製し、この構造

に液体を封止することで、アクチュエータを実現した。 

  
※結果と考察（Results and Discussion）： 

 
図：貫通型流路を有する液体アクチュエータの概念図 

 

試作した構造に電圧を印加することで、貫通流路を

通した液体の上下動が可能であることを確認した。し

かし、試作構造では使用したシリコン基板上の絶縁膜 

 

図：試作した貫通型流路を有するアクチュエータ構造 

 

にホールが存在し、絶縁破壊が生じたため、個別駆動を

実現できていない。今後の予定として、個別駆動可能な

構造を実現、その特性を計測・評価する予定である。 
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